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町
政
を
問
う

一 般 質 問

第
一
回
定
例
会
で
は
、
六
名
の
議
員
が
十
一
件
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
標
茶
市
街
か
ら
塘
路

市
街
ま
で
８
か
所
の

橋
梁
が
設
置
さ
れ
、
特
に

五
十
石
橋
と
塘
路
橋
は
幅
員

が
狭
い
た
め
冬
期
間
、
大
型

車
は
当
然
だ
が
普
通
車
同
士

が
交
差
す
る
際
で
も
大
変
危

険
な
状
況
で
あ
る
。
交
通
安

全
対
策
の
観
点
か
ら
も
早
期

に
橋
道
幅
員
の
拡
幅
等
が
必

用
で
、
平
成
十
二
年
に
道
路

管
理
者
に
対
し
て
強
く
要
望

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
経
緯

が
あ
る
こ
と
か
ら
二
点
に
つ

い
て
伺
う
。

　

今
般
、「
国
道
３
９
１
号

五
十
石
橋
の
予
備
設
計
及
び

工
事
の
実
施
に
必
要
な
基
礎

資
料
を
得
る
た
め
の
調
査
」

と
の
情
報
を
得
た
が
、
本
町

の
住
民
や
利
用
者
に
と
っ
て

待
望
の
ニ
ュ
―
ス
で
あ
る
と

考
え
る
。
本
町
に
釧
路
開
発

建
設
部
か
ら
の
情
報
は
い
つ

頃
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
長

き
に
亘
る
懸
案
の
五
十
石
橋
整
備
へ
の
兆
候

を
町
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　

塘
路
橋
に
つ
い
て
も
交
通
安
全
対
策
、
防

災
・
減
災
の
観
点
か
ら
引
き
続
き
早
期
整
備

の
実
現
に
向
け
要
望
活
動
を
推
進
す
べ
き
と

考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

答
今
般
の
五
十
石
橋
整
備
に
係
わ
る
事

業
目
的
も
耐
震
対
策
に
伴
う
地
震
時

緊
急
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
―
ク
と
し
て
の
機
能
を

図
る
た
め
に
、
現
橋
の
耐
震
補
強
と
架
け
替

え
の
コ
ス
ト
検
討
も
経
て
架
け
替
え
で
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
新
橋
の
架
設
位
置
は
現
橋
よ
り
下

流
側
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。
又
、
架
け
替
え

事
業
の
提
供
時
期
は
昨
年
十
一
月
、
既
に
進

行
の
予
備
設
計
と
現
地
調
査
着
手
の
情
報
を

受
け
、
そ
の
後
、
設
計
計
画
案
を
受
け
た
の

は
本
年
２

月
上
旬
で

あ
る
。

　

塘
路
橋

も
要
望
協

議
を
継
続

し
早
期
整

備
の
実
現

に
向
け
努

力
し
て
い

く
。

問
政
府
は
国
家

公
務
員
の
平

均
7.8
％
給
与
削
減
に

準
じ
て
地
方
公
務
員

の
給
与
削
減
を
要
請

す
る
閣
議
決
定
を
し
、

そ
の
給
与
削
減
相
当

分
を
地
方
交
付
税
で

削
減
す
る
こ
と
を
含

む
二
〇
一
三
年
度
予

算
案
を
国
会
に
提
出

し
た
。
町
長
は
、
こ

う
し
た
国
の
一
方
的

な
や
り
方
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

　

本
町
職
員
の
給
与

等
に
つ
い
て
は
、
町

独
自
の
削
減
を
し
て

き
て
い
る
し
、
給

与
は
今
ま
で
人
事
院

勧
告
等
に
そ
っ
て
取

り
組
ん
で
き
て
い
る
。

今
回
の
閣
議
決
定
は
到
底
納
得
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
町
長
は
地
方
交

付
税
の
削
減
に
つ
い
て
、
町
村
会
等

と
一
丸
と
な
っ
て
反
対
の
行
動
を
と

る
べ
き
と
考
え
て
い
る
が
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
地
方
公
務
員
の
更
な
る
給

与
削
減
は
、
地
域
経
済
や
民
間
の
会

社
員
等
に
悪
影
響
を
与
え
る
も
の
で
、

政
府
が
求
め
る
給
与
削
減
に
つ
い
て

は
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

答
地
方
公
務
員
の
給
与
は
本
来
、

議
会
や
住
民
の
意
志
に
基
づ

き
地
方
自
治
体
が
自
主
的
に
決
定
す

べ
き
で
、
国
が
地
方
公
務
員
の
給
与

削
減
を
強
制
す
る
こ
と
は
地
方
自
治

体
の
根
幹
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、

極
め
て
不
適
切
な
措
置
で
あ
る
。
地

方
交
付
税
削
減
に
対
し
、
全
国
町
村

会
を
初
め
地
方
六
団
体
に
お
い
て
、

地
方
財
政
対
策
、
地
方
公
務
員
給
与

に
つ
い
て
の
共
同
声
明
を
出
し
、
地

方
交
付
税
削
減
に
反
対
す
る
行
動
を

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
各
自
治
体
が

給
与
削
減
、
人
員
削
減
な
ど
行
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
た
内
容
評
価
の

詳
細
に
つ
い
て
は
ま
だ
具
体
的
に
示

さ
れ
て
い
な
い
。

川村多美男
議員

町　長五十石橋架け替は決定
五十石橋及び塘路橋の整備を

鈴木裕美
議員

極めて遺憾であると考える
地方交付税削減と地方公務員の更なる給与削減について

深見　迪
議員

町　長 学校給食食材の測定はしない
貸与された放射性物質検査機器の活用を

後藤　勲
議員

町　長 基本的には利用可能である
中オソベツ小学校閉校に伴う校舎等の利用について

松下哲也
議員

町　長 会の主体性を尊重し支援
東京・標茶ふるさと会への今後の対応は

長尾式宮
議員

町　長 多くの課題があると認識
標茶町の森林整備と林業・木材業の振興を

黒沼俊幸
議員

町　長 現状では受け入れは困難
東日本大震災の被災地における汚染がれきの受け入れについて

深見　迪
議員

町　長 設置の場合、住民合意が必要
やすらぎ園の入居待機者解消のため介護施設設置を

町　長

川村多美男
議員

町　長五十石橋架け替は決定
五十石橋及び塘路橋の整備を

鈴木裕美
議員

極めて遺憾であると考える
地方交付税削減と地方公務員の更なる給与削減について

深見　迪
議員

町　長 学校給食食材の測定はしない
貸与された放射性物質検査機器の活用を

後藤　勲
議員

町　長 基本的には利用可能である
中オソベツ小学校閉校に伴う校舎等の利用について

松下哲也
議員

町　長 会の主体性を尊重し支援
東京・標茶ふるさと会への今後の対応は

長尾式宮
議員

町　長 多くの課題があると認識
標茶町の森林整備と林業・木材業の振興を

黒沼俊幸
議員

町　長 現状では受け入れは困難
東日本大震災の被災地における汚染がれきの受け入れについて

深見　迪
議員

町　長 設置の場合、住民合意が必要
やすらぎ園の入居待機者解消のため介護施設設置を

町　長

一般質問

拡幅が望まれる塘路橋
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問
昨
年
、
私
は
学
校
給
食
の
放
射
能
の
測
定

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
提
案
し
た
。

　

町
長
と
教
育
長
は
、
放
射
能
測
定
に
つ
い
て
知

見
を
持
た
な
い
町
と
し
て
測
定
は
で
き
な
い
こ
と
、

物
流
過
程
で
測
定
が
行
わ
れ
て
お
り
、
給
食
の
食

材
に
つ
い
て
は
そ
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
信
用
で

き
る
と
し
て
測
定
の
必
要
は
な

い
と
答
弁
し
た
。

　

し
か
し
、
標
茶
町
は
そ
の
後
、

昨
年
の
十
二
月
一
日
に
道
を
介

し
て
「
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
」

か
ら
放
射
性
物
質
検
査
機
器

「
Ｎ
Ａ
Ｉ
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン

ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ
ー
」
貸
与

を
受
け
た
。
そ
の
経
過
と
理
由

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

　

同
時
に
、
活
用
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
三
月

末
に
返
却
す
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
そ
の
間
に
せ
っ
か
く
の
貸

与
を
活
用
し
、
保
護
者
か
ら
の

希
望
に
応
え
て
給
食
食
材
の
放

射
能
測
定
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

今
回
、
こ
の
検
査
機
器
の
利

用
に
つ
い
て
昨
年
「
広
報
し
べ

ち
ゃ
十
二
月
号
」
に
出
て
い
る

が
、
こ
れ
だ
け
で
は
住
民
へ
の

周
知
が
徹
底
し
て
い
な
い
と
考

え
る
。
さ
ら
に
周
知
の
徹
底
を

行
っ
て
は
い
か
が
か
。

答
貸
与
機
器
は
、
本
町
の
活
用
意
図
と
の
相

違
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
い
っ
た
ん
は
辞

退
し
た
が
決
定
が
覆
ら
ず
、
貸
与
を
受
け
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

現
在
ま
で
の
検
査
依
頼
件
数
は
１
件
あ
り
、
周

知
は
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

な
お
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
に
一
〇
〇
万
円
ほ

ど
か
か
る
た
め
、
三
月
末
を
持
っ
て
返
却
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

教
育
長　

学
校
給
食
食
材
の
放
射
能
測
定
に
つ
い

て
は
、
以
前
町
長
が
答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
学
校
、
保
護
者
か
ら
の
具
体
的
な
測
定
の

要
望
は
な
い
。

川村多美男
議員

町　長五十石橋架け替は決定
五十石橋及び塘路橋の整備を

鈴木裕美
議員

極めて遺憾であると考える
地方交付税削減と地方公務員の更なる給与削減について

深見　迪
議員

町　長 学校給食食材の測定はしない
貸与された放射性物質検査機器の活用を

後藤　勲
議員

町　長 基本的には利用可能である
中オソベツ小学校閉校に伴う校舎等の利用について

松下哲也
議員

町　長 会の主体性を尊重し支援
東京・標茶ふるさと会への今後の対応は

長尾式宮
議員

町　長 多くの課題があると認識
標茶町の森林整備と林業・木材業の振興を

黒沼俊幸
議員

町　長 現状では受け入れは困難
東日本大震災の被災地における汚染がれきの受け入れについて

深見　迪
議員

町　長 設置の場合、住民合意が必要
やすらぎ園の入居待機者解消のため介護施設設置を

町　長

問
中
オ
ソ

ベ
ツ
小

学
校
に
つ
い

て
は
、
平
成

二
十
五
年
度
末

を
も
っ
て
沼
幌

小
学
校
に
統
合

さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
る

が
、
ま
だ
校
舎

も
新
し
く
、
中

オ
ソ
ベ
ツ
地
区

の
中
心
に
位
置

し
便
利
な
場
所

に
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
会
等

で
要
望
が
あ
れ

ば
利
用
す
る
こ

と
は
可
能
な
の

か
伺
う
。
ま
た
、

沼
幌
小
学
校
に

統
合
後
は
、
子

供
た
ち
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の

通
学
時
間
等
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
中
オ
ソ
ベ
ツ
小
学
校

の
す
が
漏
り
に
つ
い
て
早
急
に

対
処
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答
今
後
の
利
用
活
用
に
つ

い
て
は
、
第
一
義
的
に

は
地
域
の
意
向
を
尊
重
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
今
後
の
地
域

内
の
議
論
に
期
待
す
る
も
の
で

あ
る
。
な
お
地
域
の
利
用
予
定

が
無
い
場
合
で
も
地
域
と
協
議

し
有
効
活
用
す
る
こ
と
も
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
件
に
つ
い
て
は
、
学
校
が

代
わ
る
事
に
よ
る
児
童
へ
の
影

響
は
始
発
が
十
分
程
早
ま
る
が

理
解
し
て
頂
き
た
い
。
現
在
、

中
オ
ソ
ベ
ツ
小
学
校
の
す
が
漏

り
が
発
生
し
て
い
る
が
、
早
急

に
対
応
し
た
い
と
思
う
。

川村多美男
議員

町　長五十石橋架け替は決定
五十石橋及び塘路橋の整備を

鈴木裕美
議員

極めて遺憾であると考える
地方交付税削減と地方公務員の更なる給与削減について

深見　迪
議員

町　長 学校給食食材の測定はしない
貸与された放射性物質検査機器の活用を

後藤　勲
議員

町　長 基本的には利用可能である
中オソベツ小学校閉校に伴う校舎等の利用について

松下哲也
議員

町　長 会の主体性を尊重し支援
東京・標茶ふるさと会への今後の対応は

長尾式宮
議員

町　長 多くの課題があると認識
標茶町の森林整備と林業・木材業の振興を

黒沼俊幸
議員

町　長 現状では受け入れは困難
東日本大震災の被災地における汚染がれきの受け入れについて

深見　迪
議員

町　長 設置の場合、住民合意が必要
やすらぎ園の入居待機者解消のため介護施設設置を

町　長

一般質問

町
に
貸
与
さ
れ
た
放
射
性
物
質
検
査
機
器

中
オ
ソ
ベ
ツ
小
学
校
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問
本
年
二
月
十
七
日
に
東

京
・
標
茶
ふ
る
さ
と
会

が
六
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。

九
十
二
名
の
参
加
が
あ
り
本
町
か

ら
も
事
務
局
を
含
め
二
十
八
名
が

参
加
し
た
。
今
後
の
ふ
る
さ
と
会

へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
次
の

三
点
に
つ
い
て

伺
う
。

　

標
茶
町
の
最

大
の
応
援
団
で

あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
東

京
・
標
茶
ふ
る

さ
と
会
の
位
置

付
け
は
ど
う
考

え
る
か
。

　

六
年
ぶ
り
の

開
催
で
あ
っ
た

が
、
長
期
間
に

わ
た
り
開
催
さ

れ
な
か
っ
た
理

由
は
な
ぜ
か
。

人
的
交
流
が
中

断
さ
れ
て
い
た

事
は
残
念
で
は

あ
っ
た
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
交
流
事
業
を
推
進

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　

永
続
的
に
交
流
事
業
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
、
会
員
の
拡
大
、

若
返
り
を
図
っ
て
い
く
事
も
重
要

で
あ
る
。
個
人
情
報
で
あ
り
慎
重

に
進
め
る
必
要
で
は
あ
る
が
、
町

民
の
理
解
を
得
て
紹
介
活
動
、
情

報
収
集
を
進
め
て
は
ど
う
か
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

答
ふ
る
さ
と
会
の
位
置
づ
け

で
は
、
本
町
の
発
展
を
願

う
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
本

町
の
応
援
団
と
考
え
て
い
る
。

　

長
期
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
な

か
っ
た
理
由
は
、
役
員
相
互
の
意

思
疎
通
の
不
足
か
ら
活
動
停
滞
に

な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

役
員
体
制
が
変
更
さ
れ
、
今
後

の
活
動
に
期
待
し
、
主
体
性
を
尊

重
し
な
が
ら
ど
う
係
わ
る
か
話
し

合
い
な
が
ら
進
め
る
。

　

個
人
情
報
の
関
係
も
あ
る
が
役

員
と
連
携
を
図
り
、
町
広
報
誌
等

を
活
用
し
、
会
員
の
拡
大
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

川村多美男
議員

町　長五十石橋架け替は決定
五十石橋及び塘路橋の整備を

鈴木裕美
議員

極めて遺憾であると考える
地方交付税削減と地方公務員の更なる給与削減について

深見　迪
議員

町　長 学校給食食材の測定はしない
貸与された放射性物質検査機器の活用を

後藤　勲
議員

町　長 基本的には利用可能である
中オソベツ小学校閉校に伴う校舎等の利用について

松下哲也
議員

町　長 会の主体性を尊重し支援
東京・標茶ふるさと会への今後の対応は

長尾式宮
議員

町　長 多くの課題があると認識
標茶町の森林整備と林業・木材業の振興を

黒沼俊幸
議員

町　長 現状では受け入れは困難
東日本大震災の被災地における汚染がれきの受け入れについて

深見　迪
議員

町　長 設置の場合、住民合意が必要
やすらぎ園の入居待機者解消のため介護施設設置を

町　長

問
昭
和
三
十
年
代
よ
り
、

国
内
の
森
林
資
源
の
確

保
を
目
的
と
し
、
木
材
の
自
由

化
が
さ
れ
半
世
紀
以
上
経
過
し

て
い
る
。
現
在
に
い
た
る
ま
で

国
内
で
は
間
伐
事
業
が
中
心
と

な
り
、
建
築
商
材
と
し
て
の
木

材
は
安
価
な
外
国
産
が
中
心
と

な
っ
て
流
通
し
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

し
か
し
近
年
、
国
内
の
森
林

資
源
も
伐
期
を
む
か
え
て
い
る

地
域
が
多
く
、
国
の
研
究
機
関

で
も
国
産
加
工
木
材
を
使
っ
た

三
階
建
て
建
物
の
耐
火
実
験
を

実
施
す
る
な
ど
、
国
産
木
材
の

消
費
に
向
け
た
技
術
研
究
が
報

道
さ
れ
て
い
る
。

　

釧
路
管
内
に
お
い
て
も
地
元

木
材
の
活
用
に
期
待
が
込
め
ら

れ
て
い
る
が
、
林
齢
四
十
五
年

生
を
ピ
ー
ク
に
そ
れ
未
満
の
樹

木
は
造
林
面
積
が
半
分
以
下
と

な
っ
て
い
る
。

　

標
茶
町
に
お
い
て
も
状
況
は
そ
れ
に
近
い
も

の
と
想
像
し
て
い
る
が
、
近
々
伐
期
を
む
か
え

る
樹
木
を
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
地
域
振
興

に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
自
然
保
護
の
観
点
か
ら
も
標
茶
町
の

現
況
を
勘
案
し
た
造
林
事
業
が
必
要
と
考
え
て

い
る
が
所
見
を
伺
う
。

答
地
域
材
の
有
効
活
用
（
地
材
地
消
）
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
昭
和
三
十
九

年
か
ら
の
木
材
の
輸
入
完
全
自
由
化
に
よ
り
、

町
内
の
林
業
・
林
産
業
に
も
多
大
な
影
響
が
あ

り
改
善
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
紙
パ
ル
プ
原
料
の
需
要
落
ち
込
み
を
鑑

み
、
本
町
林
業
推
進
委
員
会
で
は
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
へ
の
活
用
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

造
林
事
業
に
つ
い
て
は
、
担
い
手
の
高
齢

化
・
輸
入
木
材
の
増
加
な
ど
厳
し
い
状
況
に
よ

り
、
森
林
の
持
つ
水
源
涵
養
や
生
物
多
様
性
保

全
な
ど
の
公
益
的
機
能
が
低
下
さ
れ
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。

川村多美男
議員

町　長五十石橋架け替は決定
五十石橋及び塘路橋の整備を

鈴木裕美
議員

極めて遺憾であると考える
地方交付税削減と地方公務員の更なる給与削減について

深見　迪
議員

町　長 学校給食食材の測定はしない
貸与された放射性物質検査機器の活用を

後藤　勲
議員

町　長 基本的には利用可能である
中オソベツ小学校閉校に伴う校舎等の利用について

松下哲也
議員

町　長 会の主体性を尊重し支援
東京・標茶ふるさと会への今後の対応は

長尾式宮
議員

町　長 多くの課題があると認識
標茶町の森林整備と林業・木材業の振興を

黒沼俊幸
議員

町　長 現状では受け入れは困難
東日本大震災の被災地における汚染がれきの受け入れについて

深見　迪
議員

町　長 設置の場合、住民合意が必要
やすらぎ園の入居待機者解消のため介護施設設置を

町　長

一般質問
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川
村
多
美
男 
議
員

標
茶
町
ご
み
焼
却

施
設
の
今
後
の

施
策
に
つ
い
て

問
現
有
施
設
の
リ
ニ
ュ
―

ア
ル
（
修
繕
等
）
を
し

な
が
ら
施
設
の
延
命
を
図
っ
て

使
用
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

そ
の
場
合
、
何
年
程
度
の
使
用

が
可
能
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
選
択
肢
と

し
て
は
、
釧
路
広
域
連
合
へ
の

加
入
や
、
現
在
、
広
域
に
加
入

し
て
い
な
い
町
に
よ
る
新
た
な

広
域
処
理
な
ど
が
考
え
ら
れ
る

が
、
現
時
点
で
の
ご
み
焼
却
施

設
の
将
来
に
向
け
た
施
策
に
つ

い
て
伺
う
。

答
廃
棄
物
処
理
施
設
の
改

良
工
事
に
よ
る
延
命
化

を
検
討
す
る
場
合
の
採
択
基

準
に
改
良
後
の
施
設
の
稼
動

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
に
伴
い

排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の

量
が
三
％
以
上
削
減
さ
れ
る

こ
と
、
改
修
後
は
連
続
運
転

等
が
条
件
と
な
る
な
ど
、
現

施
設
で
の
本
格
的
な
改
修
は

困
難
と
考
え
て
い
る
。
釧
路

広
域
連
合
へ
の
加
入
も
選
択

肢
の
一
つ
と
し
つ
つ
、
町
単

独
で
の
固
形
燃
料
化
、
炭
化
、

高
温
高
圧
処
理
に
よ
る
助
燃

剤
な
ど
に
よ
る
熱
回
収
施
設

や
生
ご
み
の
堆
肥
化
な
ど
の

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

川
村
多
美
男 

議
員

一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
の
新
・
増
設
に

つ
い
て

問
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
は
平
成
六
年
に
建
設

さ
れ
19
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、

現
有
処
分
場
の
埋
め
立
て
残
余

容
量
は
今
後
、
何
年
位
有
る
の

か
。
ま
た
、
新
設
及
び
増
設
等
、

現
時
点
で
の
施
策
に
つ
い
て
伺

う
。答

現
有
施
設
の
埋
め
立

て
可
能
年
数
は
平
成

二
十
四
年
十
月
時
点
で
実
施
し

た
残
余
容
量
調
査
の
結
果
、
五

年
十
ヶ
月
と
な
り
、
平
成
三
十

年
七
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
受
け
て
現

在
、
第
二
期
埋
め
立
て
処
分
場

の
整
備
に
向
け
て
作
業
に
着
手

し
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
供
用

を
開
始
し
十
五
年
間
の
埋
め
立

て
期
間
を
想
定
し
て
い
る
。
財

源
は
交
付
金
事
業
採
択
を
目
指

し
、
道
庁
と
の
協
議
を
進
め
て

お
り
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月

ま
で
に
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
及
び
循
環
型
社
会
形
成
推

進
地
域
計
画
の
提
出
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
そ
の
中
で
さ
ら
に

詳
細
に
示
し
て
い
き
た
い
。

川
村
多
美
男 

議
員

給
食
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故

の
未
然
防
止
対
策
に
つ

い
て問

保
育
園
、
幼
稚
園
の
入

園
前
及
び
小
中
学
校
入

学
前
に
子
供
の
保
護
者
か
ら
食

物
ア
レ
ル
ギ
―
の
有
無
や
ア
レ

ル
ギ
―
食
材
の
特
定
調
査
は
実

施
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
―
の

実
態
は
ど
の
よ
う
か
。
ア
レ
ル

ギ
―
疾
患
の
あ
る
子
供
へ
の
対

応
指
針
、
給
食
時
、
重
篤
な
症

状
が
起
き
た
場
合
の
対
応
指
針

は
あ
る
の
か
。
緊
急
時
に
処
方

さ
れ
た
エ
ピ
ペ
ン
を
子
供
に
代

わ
っ
て
教
職
員
や
保
育
職
員
が

使
用
で
き
る
対
応
が
必
要
で
あ

り
、
小
児
ア
レ
ル
ギ
―
専
門
医

に
よ
る
研
修
を
実
施
す
べ
き
だ
。

答
入
園
前
に
ア
レ
ル
ギ
ー

等
の
調
査
も
行
な
っ
て

い
る
。
保
育
園
、
幼
稚
園
の
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
実
態
は
保
育

園
で
７
名
、
幼
稚
園
で
１
名
に

ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
と
の
回
答

を
得
て
い
る
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
あ
る
子

ど
も
へ
の
対
応
指
針
は
「
保
育

所
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
り
対
応

を
行
う
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
園
児
は
、

保
護
者
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門

医
師
に
よ
る
診
断
書
ま
た
は
指

示
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

当
該
園
児
の
給
食
は
そ
れ
ら

の
関
係
書
類
の
指
示
に
基
づ
き
、

完
全
除
去
食
を
提
供
し
て
い
る
。

医
師
の
指
示
で
急
性
症
状
を
防

ぐ
自
己
注
射
を
所
持
の
園
児
は

い
な
い
が
、
医
師
か
ら
自
己
注

射
の
指
示
が
出
た
場
合
、
適
切

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。

　

保
育
園
の
研
修
は
食
育
を
研

修
テ
ー
マ
と
す
る
予
定
で
ア
レ

ル
ギ
ー
等
も
含
め
計
画
し
て
い

る
。

そ
の
他
の
一
般
質
問

その他の一般質問

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場


